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PrideandPrcjudice"
-ElizabethとAusten-
山 田梁
(RyoYamada)
I
一毛
Pγ耐e""dP"ajWdi"の女主人公TMIiml)cthのDarcyに対する初対面からの蠅悪
が次鋪に淵じて偏見となって行く過礎には,Aus!enの他の女性人物には見られない
社会意識，あるいは階胴.慰砿ともいうべき心理が強く作用している。しばしば言われ
ることであるが,ElizJRI)ctllはAustenが刺適したすべての女主人公述の中で，もっ
とも忠拠にAu9tenその人を示している人物である。とすれば,EIiml)ethのこの階屑
意識もまた作粁のいだいた心ﾔﾙの一潮を物鰕るものではなかろうか。
JnneAuqtcnの前期三鮒，すなわちⅣひ"""g"A66qy・艶抵c""dSe潅紗""y
とこのFWe""dPr域ｲdi"は，いづれも地位とか財潅の点でかなりの開きのある
男女の恋をテー マとしている。しかもCnthcrincMKDrl"dとHenry'IYIncy,Elmor
D"hwoodと廓wmY1Fcrmm,ElizaIDcthと恥myという組合せが示すように，女主
人公の地位と財巌が兜に較べていちぢるしく劣っており，それが彼らの結合にそれぞ
れ何らかの陣爵となっている。三つの作品を通じてのこの共通現象は決して偶然のこ
とではない。いいかえるならば，女主人公述に兜に劣る地位と財産を附与したAnsten
の意図は一筒しているのである。しかも，こうした問題，自分に与えられている世界
に対する女主人公述の.瞳敬あるいは反応を比較する時，他の推よりもEli"1mfh
nennctのそれが自覚された形態をとっていることは注}]に価いする。またその意搬
が彼女の強烈な性絡の形成に大きな仇きをなしていることも見逃せない。本稿第一章
において，いわゆる偏兄の↑f後にひそむ階肘恵融がEI"bcthをして如何なる言動を
なさしめているかを彼肘したいと思う。従って,Pridem'dPJEj"i"の前半が対
象となる。
しかしEli"1)cil,に入る前に他の二楠の女主人公を一べつしよう。先ずSe"""Jd
Se"s獅蹴yのElinorは，愛人EdwandにすでにLucySteClCという秘めた婚約者の
いることを知って悩む一方，列の母親Mm,Fcrrmrgの自分に対する軽)班をも知る。
M耐.恥rm園はEdww(Iの扣乎に満求の娘MissMorlonを考えている。初対面の
Mrg・Fcrmrsにひどく冷遇されたElinorの心境は次のように述べられている－
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うな財産ある:"年が高捜なのも雌理はない，とMissI"'FznaがいうのにIZI"Iwlnは
轡える一
0Tllatiawrymle,''mpli'xiElizahc山，｡･andl"uldcasilyforgive"iSpndc,if
llClmdnOtmOrtiikXl""."(cl,aP.V)
この曾業は，先づIal;unl"山の自負心と勝気な気性を強く印象づけるものである。
そして容易に未知の人とはなぢみがたいDar℃yとの激しい対立を予告する。それは
Pridcとprideとの衝突である。しかしながら，男の自負心はMmsIT'cnRも認め，
さらにWYliznl,dp山自身も搦めざるを郷ないように，地位と財産という背量を持ってい
るのに対して，彼女のそれは，まったく自分の知性に対する自信に基づくものにすぎ
ない。彼女の背簸は俗っぽいⅢ哲の中産財級である。そしてその典型とも急うべき母
や妹述の愚劣と無数鍔に,Elizal"山は赤面し時にひけ目すら感じている。富裕な独身
の苛年Binglcyの出現に，奴の崎にとはやくも腱ときめかせる製進,SLJ…E'Sで
の謁見を身に余る光栄とし，その栄誉にふさわしく金醗けを投げだし，市場町での居
住を軽腿するI』lcas,Bmgleyの如才なさにひどく感激する一方Darcyの高慢さを口
を捕えて非難する卑屈な1I1舎根性一そうした世界がFli"Imlhに与えられている背
景である。聰明な彼女は自分の届するこの世界の俗悪さに盲目ではあり得ない。洗練
された都会人に対する時，それは屈辱感として彼女の意識の底にひそんでいる。一
方，その鋭い観察眼は推も見抜き得ぬ欠陥をupMrclassの中に認める。また，一方
的に彼らに屈従することは彼女の自負心が許さない。Darcy達の到来は，平和な田
舎の生活に波紋を投じると同時に，デリケートなElizgilwiIDの心にこのような勅揺を
与える。だが聰明さと勝気な気性はよく彼女の自負心を支えいたずらに卑屈になるこ
と排さない。次の文は彼女の弧慨を示している．始めて"dy"thc血巴のRogm響ヨ
Parkをijjれた時である。
Sllchadh"rdn⑪山i皿go｢1aflyCatl'crillctl'at叩Okcllcrawfulfromany
CXtmOrdi皿arymle,ltSormimCUlousvirtuC,andthemcre~StatClinesSOfmoneyand
rankshCthOughtShc"uldwitn"gwi山Uuttmpidation. (Cl'ap.XXIX)
すぐれた才能や災徳なら頭も下げようが,lliなる金や地位には一・向平気である，と
いうわけ。それどころか,Elizabcthの気迫は時には何ものにも物おぢしない強烈な
行勤となってお上砧ぶる都会人の胤をみはらせる。Nc山crncldのBinglcy邸でJane
は突然猫に倒れる。姉の身を気づかつて早朝Eli"Imtl'がやって来る－しかも独り
で，雨にずぶぬれになって。Bmglcyの姉や妹述にとっては，それは信じられIQ程に
d"on皿、にもとる行勤であったに迎いない。MissBinglcyは悪怠をこめていう一
64Towalkthrcomilc5,orfourmilcs,or6vemileg,orwhatcvcritis,abovchcr
”Cl“indirI，皿〔IaIonc，（Il1iIcaloI”！WhatcOuldshcm“nbyit？Itsecms”
mctOshoWanal)ominaIDICsQ)rl()fCollceitcdindeI)Cndence,amostcountrylownin-
” (Chap.V11I)(liITBrcn"todecorum
要するに彼女らには,Eli"1)c211は"1cx"llc】ltwlllkcrである以外には何の取柄も
号
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ないﾛI舎娘にすぎない。この曾葉は多分に懇慰を合ん1ではいるが，彼女らに映じた
川舎娘ElizxIbethの本当の姿を示すものである。だがその反面，帷班は彼女ともあろ
う者充分意識した上のこと，それはお上品ぶる淑女に対する体を扱っての抵抗であ
る。J皿eがMissBinglcy達に寛大で好‘趣的であるのはFIMD1Xg山には不満である。
すでに彼女らの正体を見抜いてしまっているからである。彼女らについての姉妹の会
括にすぐ統けて作者は次のように書いている－
Thcy(MissBmglcyamlhcrsisior)wCrCratllcrlmn(IS《》mc;hallll"nalucat副m
oncoftheiI'stpriatcscmmariCsintown;IDMMIafortuncoftWeniythouga皿d
IDounds;wemmtMhabitOfSpcmlingmoI℃Rllan【hcyough!,mldofassoci皿tW
D
withFoplcofrank;andwe唾山cr℃f⑪唾mcvcrynjsIxx:tcntitkxltothinkwcllof
thCmSclVEandmeanlyofothcrs. (chap.IV)
ー
これは勿冷4''stenの批判である。しかし姉の賞淑の揃莱を心の巾では同意しがた
く黙って聞いている"i"Imthの思いが，ここではごく自然に作肴の視点へと移行し
ている。ElimIDethとAugle加のidemilyをしめす一例であろう。とも角,Mi8sBingl"
の一応の好意のかげに自分逓への怪雌を，それも階級的な帷斑を早くも腕みとった
121"Imtlnが,彼女らに反感をいだき抵抗を感じるのも淵然である。何かの契織でそれ
が根強い偏見となるための索地はもはや充分に彼女の心に出来上っている。一方すで
に述べたごとく,mizabcthの聰明さと観衆眼はIﾖ分の剛11の愚劣さを兄逃さない。
Nethedicldで病床にあるJ皿cを兇郷にMr8.Bcnl1ctと妹述がやって米る。Mrs.
BcnYUnfはJ皿cをBinglbyに近づけておくために姻笂が蛙引くことを願っている。妹
達は近くの町に駐屯する義"i【の士官を追いまわす惟紳な女である。ひとりIIYlizmlwth
はこうした肉親の言勁に気をつかってはらはらする。搬迦にIⅡ合とロンドンの比較が
のぼる。Darcyが田舎の交際の狭さを指燗したのにMrB.Bcnnctは忽ち“けを客し
ていう－
G4IasSUrCyouthercisquiteasmuchof"mfg,)illgOllintl'cCountryasin
t⑪w皿.”
Dar℃yはあきれて口を濃む°勝ちほこったごとくMIB.Bcl皿Clは統ける－
"IFganmn⑨ts唾山atLondonhasanygrEatad,,皿血唱covcr山c“皿廿yoIormyPart,
cx"Pttl】心shoF-andpublicplac"_ThecountryisavagldCalIDIms皿皿⑥r,isn0tit,
Mr､Bmgley？”（ChaP.IX）
母の無知と厚溌iな饒舌は,Elizal)cthの1J止にもかかわらず統いて行く。母と妹が
陥るとほっとした気持でFIiuulDethは姉の痢室に腱って行く－肉親の振舞をMisR
Binglcy､Dar℃yの批評に任せて．女主人公のはづかしい赤面の思いは一再にとどま
らない。Netherfieldの二度目の舞蹄会の時のこと,Mrg.IImnetはJ"eとBingleyの
仲をI.wwnq夫人に自慢し二人は今にも結硲するだろうと,DamyにIﾊにえよがしに
－
＝qゴ
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しゃべっている。EIiz｣,hetl'のibll止もかえって吐には逆効果である。はづかしさと餅
立たしさで穴にでも入りたい思いの剛imlutllは,Dllrcyの方に時々 目をやらないで
はいられない。彼の顔は経雌からやがて例の冷い無表粥な表備へと変って行く。
肉規の愚劣さを，女主人公にこうして身にしみて味わわせる作者の意図は何であろ
うか。自己のli堺の雌敦餐と下品に面目であり柵ぬFIimmbcthの".それは避けられな
い身を切る体験である。そこにひけ目を感じれば感じる程に，逆に部会人に対する批
判が初めは正しい観察から出ていようとも，次第に理不尽な反感となって米る。それ
は人間心珊の必然であろう。A11stcllの.産凹はまさしくそこにあり，肉親の愚劣を描
く柵'9:はⅡ℃alである。だが同じくIalinlmthの眼を通して眺められるMr・Colling
の拙写は揃烈を極めている。もはや肉縄として心いためる必要は毛頭ないからであ
る．彼Collinsは血dymtlncrincに恩顧をこうむっている牧師で，従妹EI;"lbml,
に求蛎し雌惨にも拒絶される愚物である。r尚慢とへつらい，自尊心と卑屈さの混合
物-amixtuK℃ofpridcnndobsixluiousIRcss,sclf.hnportimcc~andhumility-で，
自分の職某を椛威の点では雌商の階級と導しいと思い上っている。彼はupFrclass
に対する卑肌さを代表する人物として極殴にcomicにえがかれている。次の引用は
同じくNClcrficldの舞踏会の場,DamyがいtlyCllbcrincの甥であると知ってFliznInfth
の制止もきかず，この商慢な男に身を低くして挨拶に及ぶところ｡FIiznl)c山はぢつと
鯉腿の眼でそれを兄つめている－
IIcrcougi皿IDI℃f[wlllisspmcllwilhasol唖哩11)ow,and山oughshccouldnot
hcarawordofil,811c此lt"ifl'"ri皿gilall,andsawmthcmotionofhislips
11'cwonk"al)()logy,''66Iiunsford,''nnd"LadyGltlleri刑cdeBourWh・''Itwcxallncr
tos"llimcxPoscllimsclftUsucll&】皿皿皿． (chap.XVIII)
Damyは白々 しい例の態腿で,C('llinsの災たらしい挨拶が終ると軽く頭をさげて
行ってしまう。EI"1xgthにはこうした卑屈さは耐えられない。彼女の腹ただしい思
いがぢかに統打に伝わって来る。同時にCollinsのおどおどとした態度がありありと
浮びあがる。一方は患物の典型Collins,一方は尚捜の化身Damy,眺める者は肉身
的苫荊から解放されたElia,1)ctln,すなわち作省Austcnその人である。しかしなが
らこうして作貯に辛椰にえがかれるMr.Collinsもしょせんmi"IIcthと同じ世界に
生きる人間ではなかろうか。彼は彼女の従兄であり,llclmct家のenmilの椛利をも
ち，又やがては彼女の蜆友MiHsL11"sの夫ともなる男，いかに軽蝋し物笑いの種に
しようとも,&'"Elial)cll!のllt界に属する笑うべき人物の一人である。EI"bctllの
この列に対する愚升は作将の鋭いアイロニイをしめしているといえよう。
Auglenはこうして女主人公の目を通して，彼女の閥囲の愚かさと俗っぽさを】もal
でcomic芯縦でえがいている。そしてDamyfDMissBmglcy遠の商慢と翰班を一
応iI当化する反而，それに抵抗するEli"1)elllの必死の戦いを自然に覗きだそうとす
る。作打の,磁悩lは1iIli"liclllの拙ヅにおいて兄l｣；に成功している。すなわち，知的で
一
…
－
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勝気な性冊に加うるに，その鋭い観察眼をW崎・されたFIiu'1MutlRはこの二薮の役割を
見事に果しているのである。お人好しのJm'f3を批梛する次の言葉にFIiERImfllの性
格が蝿如としているといいえよう－
C0Oh!y0uamagrcatdcaltooapl,y⑪肌加ow,tolikcpeoplcingcncml.You
ncwErs"afilultinanybody・AlltlRcWorldnrcgOod,mdagrmablcinyourCy".
InererhcanlyouspcakillOfal'UmanbCmginmylifc.” (cl'ap､IV)
さて以上のべて来たところから,EI"bcthのDarcyに対する燗しみと偏見のため
の索地形成の過程は明らかであろう。次に偏見への決定的契磯を取りあげねばならな
い．WickimmのDarcy非難と,BmglcyとJa''cとの離間を策したDar℃yへのうら
みの二つである。そもそもFI;EznIDfathのWicki皿皿への好意は,Darcyとは全く対象
的な如才なさと巧みな括術とさらに彼の美ぼうに雑づいている。彼女がDarcyに悠
意をもっているのを見抜いたWickl,nmはj-勘葉巧みに彼の不義理と腫待を僧じこま
せる。そして自分は不羊な境遇に生きる人間だというbDamyの次の言莱がml;znIMrln
の心によみがえって来る－
一一
G.I"n皿⑪tfoIgctlllcfolli"andvia野
⑪鮭11…、瓢illstmyself.………Mylcmlxar
goodoIDinionon"lostislostfOrcvcr''.
⑪follDcIBsoGjoonaslougl'1,皿⑪rdlcir
woul(II"rlmmbcmll"mzc皿lful・My
(chap･XI).
性格的なきびしさ－それはDarcyの魅力である－を物語るこの爵菜も，
FMMUI"hにはただ眠梢的嫌悪をさらに人間的不ｲiiへとそそるのみである。彼女の理性
はもはや救いがたく先入主に曇らされようとしている。MissBmgleyはWickl'''mこ
そ非難さるべきだという。彼はDar℃yの父の執り『の息子にすぎないのだ－－
“……Ip;tyyou,Mi"Eliz,forthisdiscovcryoryourfavouritc･s(Wickl皿n)
gunt;butmally,considcringhisdes"nt,0nccouldnotexpectmuchlzttcr.” ●
"Hisguilt皿dhisd"ccntapIwar,1)yyoura"ount,tobethcsamc,''suid
Elizabcth,angrily;"forIhavehcardyoullccuscl'imofnothingworsctl'anof
bemgthc80血⑪IMr.Darcy'sstcward，…･･･ (chap.XVIII)
”
身分と卯をlil-祝しようとするMissBin関lcyの勧梁にElizRIjcthの立胆するのは
当然である。それは彼女の弱点をついた愈識的な悠愈でありDWickllamへの催雌は
とりも直さず自分自身への軽蔑である。かくて階級的偏見に対する怒りはいよいよ彼
女を不遇なWicklnnmへと近づげて行く。I)ar℃yという共通の敵を意識することに
よって深まって行くこの好意は，しかしながら決して恋と呼びうる愛情ではない。後
にWickl'jnmの心が他の財産ある女(MiSSKing)に移った時の皿吃abethの酊蕊は，
－
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恋する女としては余りにも寛大である。男の変心をむしろ弁渡しようとする－
GJAxw,"nmdi8tr""qlcircumstal,cegln:,"皿《此timcfUrallthOsceleganltdccorumg
whichotherIJeoplcmayol)scrvc………'， (chap.XXVII)
Eli空陸thのこの箇業は，彼女の好恵の姪度を物紙る以上に深い意味をもつもので
はなかろうか．すなわちDamyには反感となってあらわれる階級童識が，不遇な
Wick血に対してはliJf＃と寛大という形をとっているわけである。FIizznIJcthのこの
二人に対する誤解はともに彼女のそうした意識から生れているといい得るであろう。
次にもう一つの冊兄への契機を眺めようoBmglcy一行は突然恥theMicldを去る。
彼の妹はJaxlcへの手紙の'l!で，兄とMissDarUyとの給婚をほのめかす。JImcは例
によって好逮的に考えて,Binglcyの愛傭も火は「自分の方の思い迎い」－“
crroroffancyonmysillc-だったのだと￥くも,噺める。皿;RImethには彼の愛冊
は疑えない。－－MissBinglcyだって見逃している苫はない。自分連は彼らに釣合
うようなお金持ではないからだ。－DarCyとBinglcyの妹達の干渉はもはや雛う余
地はないっそして彼らの意図は明白である。－
"TTlcymaywisllhisillcr""ofwcal山JmrlCO皿"(Iucncc;1hcymaywiShhimto
marryagirlwhol'"alltl,cimportanccofmol1cy,grclltcolm"tions,a皿dI)ri(lc,''
(Chap.XXIV)
ひ
FIiz:nlmfhの洞察の鋭さは認めねばならない。だがその苛後に執勧につきまとって
離れない階穀恵鎚一いな，もはや階級的陥兄ともいうべき固定観念は見逃すことは
不可能である。ついに("lonclFitzwilliamのふともらした話しによって彼女の娯解
と偏見は完成される。彼はDamyから聞いた話しとして，彼(Daｴ℃y)が妓近－．人の
友人を非常に軽卒な粘硲から救ったとElizabclllに低える。彼はその友人はBillglcy
だろうと想像しているが，棚手の女については何も知らない。ただその女に何か大き
な欠点があったらしいとlW"}Mgthにいう。彼女にはすべては明白である。そして
』皿“のその大きな欠'fとは,OnCmlClcwhowaSa"untryattornCyとznni]tllerwho
wasinl'8'Q;''RQsinLm､nMIonに外ならないと考える。さらに大きな欠点として趾や妹
の愚かさに思い到ったMｷにも,DaI℃yのf渉のJ咽はむしろ鯉憩関係の身分の低さに
より多く基づいていると断定する。その根拠として1&li"Iwhはひくのように好える一
…...whosc(DarCy)1'ri(lc,･･…．,wouldrcccivc'''lccIIcrwoundfromtllcwmll()f
impoW皿"illllisfl･ic''(I'g(Bi''glcy)connecti()''stl'unfromthcirwalltofgensc;...
(Chap・XXXIII)
肉鍵の無数饗を大同にみようとする彼女の心備はrl然であるとしても，その牢問と
した偏見はもはや救いがたい縫皮にまで固定してしまっているといわざるを郷ない。
ー
一元
一
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かくて,Dax℃yからの予期せぬ求愛を烈しく拒絶する彼女の心の態勢は完全に出米上
るのである。男の求愛に答えてFIiz'1Mgll1はいう－
"Fmmthcvcryljcginning.………，yourmannexsimpr"singmewith811cfull"t
l)clicfofyourarrogancc,yourc,)'8"it,amlyour"hdis血moff"li皿gsof
⑪thCm,Wercsuchastoformtimlgr《皿mdworkof《nsappmbatiOno皿wllichsuccm(ling
cUntslnavebuiltso皿皿ovablcadi81ikc;……(chap・XXXIV)
”
しかしながら，物語りのこのクライマックメを通してやがてFliunhO2111の佃悠と伽
兄が次第に消え去る時がやって来る。それはDarCyの手紙によってである。彼の
J皿⑥とBingley,Wickhamと彼自野とについての弁明は,Elizabcthをして自らの非を
覚らせる。誤解に武づいた彼女の惨めな思いを作者は次のように伝えている一
G｡IIIDwdcsPicablyhavelactcd1．.shccri剣．｡6I,whohavcpriddmysclfqmmy
dis"rnmcnt1I,whollavcvalucdmysclfonmyaljilities!……HowhumiliJltingis
llliSdiSCoc可!yet,howjustal'umil皿ion1HadIl)cmmlove,IcOuld皿ollnave
lxxmmorcwmlchedlybnnd.Butvanity,notlovc,l'ash"nmyfolly.。…．。
19
(chap､XXXVI)
IMizml,e山は先入主に州に柿げ自負する剛性を追いだしてしまったことを今卒lll[に
後悔するのである。このIMI"1)cthの反竹を，あまりにも早すぎて不自然だと称える
批押掌もあるが，それは鋪二章でふれることとして今はこの反省をすなおに受けとっ
ておきたい。
以上F!izUI"hの偏兇形成の趣!Aを辿って来たのであるが，彼女をかかる隈解へと
導いたものは一体何であろうか。彼女EIらは，上の引用にもある通りそれはI］分の
wmityであると認めている。なるほど,Wickllamの好意を喜び,Darcyの撫税に反
披を覚えたものは彼女のvanilyであろう。たがWanityのみに彼女の全行劫の賀を肺
することは出来ない。それはいわば--.つのはづみに過ぎない。又Jancも弧づき抑な
いMksBinglCyの欠陥をいち早く兄披き，懸恵すら抱かせたものは,111に彼女の勝
る剛解力と観察眼のみであろうか。それはすでに述べたごとく，階級llljに存在する微
妙な対立に対するmli"11)etllの反応である。すなわち階級意砿である。そしてこの‘猷
赦にとらわれている限り,Mi"Billglcy･PDarcyの行勤の一つ一つ，その曹築の一
i#一句をこの視点のみから解秋せざるを御ない破目におちいっているのである。又作
品の描成という点から兄ても，彼らの“lのすべてがFlizqbcthのこの.散’蝋に強く作
川して次第に偏見を形成させる過認が兇事な技巧と馴算の上にたって腱開されている
といいうる。
Elial"tlUの人間理解の誤溌の原閃について,MarvinMudrickは次のように述べて
いる－
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EliZabcth'scontinualmistakeistoignorc,orsctasideasuninnucntial,山c8"iK,l
COn睡工t･鈴一
彼女の誤解はすべてsocialCOntCXtを考腫にいれない事に起因しているという
Mudrickの見解は,JancのFli"IxBthに対する一つの言葉を思いおこさせる。それは
Mr.mllinsの求婚に応じた親友MissImm&にひどく不信をいだく妹にいうJ皿cの
･i3蕊である－
I”
"YoUdOnotmakCallOwanr:ccnougllfOrdiirCrCnccofsituatiOnandtcmlx:r.
(cl'ap{XXIV)
リ蝶MudrickはこのMissLuc"の問題から説きおこして上記の見解に及んでい
るのであるが,更にその論理をDarcyとWickllamに対する誤解にまで押しすすめよう
とするのは如何であろうか｡先に引川したWifkl'jnrnの変心を弁護するFliznl)clh自身の
曾薬とは矛盾することを認めなければならない。財産ある女へと心を移した彼を賀め
るどころか,distI藍sdcimumatnn"にある彼としてはむしろPrudentな行助である
と甚だ寛大である。ここでは愛冊の深い浅いは問題とはならない。要するにすでに述
べた如く,Wickhamに対する誤解は彼の社会的地位と環遇を考瞳しすぎた点にある
ので，決してM111rickのいう目0cialcomextを無視するところに原因するものでは
ない。EI"IDethにとって，日頃心おきなく職しあえるMissI.,,dwDqに対する掛合は
何らの社会的偏見にもとらわれずに彼女のpcrsonalityそのものを批判するゆとりを
もち得るわけである。従ってそうした態哩がllに純粋すぎで苛酷となり，姉Jancの
批判の対象となるのは当然である。これはひとりMissl.''JvJUQにかぎらず，住みなれ
た世界の住民たちに対する彼女の態庇であってノそこにFIi"JIDethが自分の知性を自
負する所以があるのではないか。しかしながら，自分の世界への新しい参入者，特に
Imx℃yのような都会人に対する時は，彼女の心の冷締さ，透撤した理知はしばしば述
べた例の意識に曇らされるのだと考えたい。しかもその性格の中には彼女自らDamy
にむかって
』
"TI,emisastuhornmssuboutmcthntncvcrcanbeartobcfrightcncdatthcwill
⑪fol1lcm・Mycoumgealwaysri8"witllcvcryattcmpttointimidatcmc.''
(chap.XXXI)
といっているような片恵地で強弧なmiがあることを考えれば，そうした恵紬が悠怠
ある階級的偏見となるのも必然である。
miznl鯵Ihの誤解の其因について私鋤をのべて来たが，ここで思いおこされるのは
同じくsel｢=dercptionをテーマとする〃#""αの女主人公である。彼女もまたすぐれた
知性を与えられているにもかかわらず蛾後まで誤解を綾けて行く。しかしEli"hcth
テF
"MarvinMudrick:〃豚EA"/","0"y"Da/b'zse""Disco""y,1'.109,
一－－
‐ニー
一
－
け
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との棚違は，作将が彼女のために没定した世界-theworl(1withverylittlcto
《listI"1Drvcxllcr--にある。そこには鰻'〃bα"dPW"i"の女主人公をいら
だたせ，抵仇させ,そして怒らせたような物は何物もないっmmmaWoodhouseはそう
した物心両miに忠まれた世界に君臨する。だが却ってそうした環境がE皿皿に災し
自己陶解とうぬぼれをひきおこし,終に冷静な観叢巷,判断者たることを許さなくして
了うのである。しかしながら,Emmaの世界はJancAusetnその人の経験した生活
現境とは硯遡い世界であろう。burlcsqucとしてのⅣりγj”"g"A66gyを除くすべ
ての作品に漂っている一報の龍活惑↑#が，戯加"αにおいて欠けているのもこの事と
関連をもっている。一耐，作者の体験と異なる世界を想定することによって’純粋に
自己の思倣と唯椴をほしいままにし，その中に没入しcomciartiEtしての力を存分に
発締しうるのだとすい禅よう。"""αの成功はそこにあると私は考える。
FIiznlmlllBcnnctこそ作蒋の体験と心柵を共有するものである。A11$1Cnは子沢山
の田舎牧師の娘であり，一家は父の生前から幼時富総で地位も高いKnight家に養子
となった兄図wjnnlの恩甑をうけていたと伝えられている。Annqtenと姉Cwsjmqimは
しばしばKcmの兄の家や，兄嫁の実家に滞在しているし，又父の死後移り住んだ
CIMIwtonQ)tmgcは兄の所領の一つに風する建物であった。兄が妻の死後始めてこれ
を澱り与えたことは,Austcnら凝妹に対する彼女(EIwaxdの妻）の態痩についてと
やかくいわれる根捉となっている。Sc"sc""dS"鱈必j""で夫を口説いて義理の妹
ElinorとMarinmmdgへの捜助を阻止しようとするJolmDashwoodの妻は確かにこの兄
嫁にヒントをえたものであろう。又そこにAustenの彼女にいだく気持も察しられ
るのである。一方，彼女らにはAmgtcnはどのように映じたであろうか。次は
mwanlの及女Fam'yが妹にあてた手紙の一部であるが，かなり辛辣にA1nGIRnの
姿を伝えている－
"Y"myloveitisvcrylructhalAumJanefromvariouscircumsmnccgwasnot
”フ"""nsshcoughttohxwcb"nfromhertalent,nndifshehndliv"50
ycarglatcrshcwoul(1haveb"nmmxmyregpwtsmoI℃suitabletoOWrmoremfinerl
t"!"$．….、BoththcAunis(C"sandm&Janc)wcY℃broughtupm1hcmost
complctcignomnccofihcWorl(l&itswIlys(Imcanastofashionctc.)andif
itlmdnotb"nforFapa's1mrriagcWhichbmughtihemintoKent･.…･thcywould
IMwIBIDmn,tll(D'notlcssclcvcrandngrcahicintl'cmscIvcs,vcrymuchbelowpar.ag
togoodSocictynnditgwayg.''"!
この文而はAugtcn臘美称にとって偶倣破壊と感じられるが，おそらく上流を自任
するFml皿yの見た111舎牧師の娘Austcnのありのままの喪であろう。それは
MisgBingloyのみたmiml)cthの湊に棚通じるのである。一方Amstcnが兄嫁に
@fS.T.Wnmer:ﾉ""""",P.19
､1両
～
対して何らかの卑下，あるはひけI]を喉じたであろうことも想像にかたくない。又
彼らに対して批判的であったであろうことも,MIIIjなAu"tcllであってみれば，
当を得ない推測でもないであろう。いや,121分よりも財厳も地位もある人述にむか
う時には，批判的となることによって一・棚の[】己防鋼の武柵としたとすら考えられ
よう。Mi"BinglcyfJD凪廊yに対するEI"1)ctllのあのかたくな態度は，作智
自身のかかる本能的な自己防靭休勢のあらわれである。又A11Stellが感じたと想像さ
れるひけ目も，すでにみて来たEliml)cthの心那の巾に充分うかがえるが，もう一つ
例証しよう。物羅の後半,Elial)ctllが始めてMissDJIm),に会うところで，彼女の
内気さは『身分の違いを意蛾している人述」-'11'I)sewl'oIcItthcmsclvcgi加脆rior
-には却って高慢だという印離を与える，とA113tenは襟いている。それにしても，
田舎牧師の娘としてつぶさに観察した附級間の微妙な扣述はrmlistA1'Q#"nに此の
上ない素材を提供しているといわればならない。自分のﾙj↓する階級の平俗さも，‐上流
人あるいは部会人の商慢さも，すべて彼女の鋭利な眼を逃れてはいない。そしてそれ
らは，時にMrg.Bcnnet･WpMr.CollinHあるいはLJI(lyCIntllerincのごとく猟烈な
楓刺の対象となり,II#にはDarcyf)MissBinglcyのごとく，するどい批判と抵抗の
対象となるのである。しかしてElilnl)ethが,この両粁に対する作蒋の立場を兇砺に
果していることは，二人のidcntityという!＃蕊でしばしば指摘したところである。
以上，階級意識という点でEli"hclhとA119tcnの一休靴を術賑したが，さらに彼
女のDarcyらへのはげしいり鵬，イI呼を即解しようとする麗志を自ら放棄したかの
感を与える片迩地な点も作諦剴身持ち合せていた性↑＃ではなかろうか。次の引用は姉
CFsan(Iraにあてた手紙の一節である。
?
IdonotliketheMigsBIackston";indml,Iwa9fllwaysdctcnnmalnoltolike
舎
thcm,･。…･鋸
いづれにしても,ElizlbellUがあらゆる点で作荷の体験と心↑,fを共存していることは
争えない。AUnsicnがPγ〃e""Pm/"i"をmyowndnrlingchildと呼び，その
女主人公に次のような絶対的な愛↑#を媒じていたのも当然である。
Imustcon"stlmtlthinkhcr"(lclightful皿cE℃a111rcnscvcrapI画面xlinprint,
andhowlshnⅡhcahictololcralcthoscwloo(I《》皿⑪tlikC"CrntlmstldOnot
knnW・器鵠
以上，この小説の前半におけるEliml"llの心即を|浦じて来たが，その後のEli*
abcihはどうであろうか。
器R､W.Q1apman:ノ""GA"ﾉc"'sLc""s．P.51Tucs(Iay8Jan.1799
器器Ibid.,P.297ToCassan'1rn.Fri'lny29Jnn.1813
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我々 は先づ,Immljcrlcyの光紫がP"〃c〃"dPr""i"には珍しい風景拙写をも
って，しかも‘猫欲して眺めるIfli"bctllの忠助をほえつつえがかれていることに注目
する。胸ときめかせるlalizjIIDclllの眼に大きな汀巡りの邸宅と樹木のうつそうと茂っ
た小高い丘が腿開する。これほどまでに人工によってそこなわれていない自然の美を
彼女はかつて見たことはなかった。彼女はふかく感動する。その瞬間，「恥剋肥rl"
の女主人となるのも満更ではない_J-tobcmis肱EssofPcml]crlwmidntl)c
Bomclllillg!-と眼じるのであった。lalizDIDctllの感動はmmm“に胸ふくらませた
唾111erineが，流れのNorthImgerAbl)cyの一室に最初の夜を送ったあの時の感慨に
劣るものではない。ただ，今この豪壮なPcmbcrlcyにあってふかい感動を覚えてい
る者は，家具の一つ一つにAbbcyにまつわる何らかの秘密をかぎつけようとする
画山"incではなく，もつと現実的な，いや世俗的な世界に生きる剛mbe山なので
ある。rPcmbcrlcyの女主人となるのも満更ではない」というFIiznluihの感慨は，
たとえふと心をよぎった瞬IIUのものであったとしても，この瞬間こそ彼女の将来を定
めた決定的瞬IⅢであったといえるのである。後に,JancにDarcyへの愛を告白した
時の次の討蕊
ウ
?ー
"Il'clicveit(lovc)mugidatefmmmy6rsts"inghisbmuti血Igmundsat
Cmlwrlcy,'' (chap.LIX)
は正ITに彼女の愛の起原を躍ったものであろう。
しかしながら，それだけでは班知的で複雑な性格のFIimlm山に対してあるいは冒
涜となるかも知れない。邪実Au9lcnはもっと深い籾神的根拠をFI;"Izthに与えよ
うと意図している。例のDarcyの手紙によっても彼女は未だ彼を全面的に宵定する
までに至っていないことはすでに述べた。すなわちDarcylに対しては未だに釈然と
しない心のわだかまりをFI;EnIEthは抱き続けているわけである。それは先づ彼の高
慢さである。この商慢に対して抵抗を感じなくなる時始めて愛冊が彼女の心にわいて
来ることを杵されるかのようである。再び物凝りに戻ろう。Darcy邸の決して華美に
流れない，上品な顎具の一つ一つに，その持主の迦床を奥床しく感じているF16"Deth
の胸に，始めて彼の求愛を拒絶したことに対する後悔めいた気持が湧いて来る｡そし
て，あるいはこの屋敷の女主人となっていたであろう自分を空想するのであった。だ
が今共にいる叔父，叔母(Garrlincr夫麥）に考えが及んだ時，彼女の心に再びDarcy
の商慢さが思いうかび難しい空想は消え去ってしまう。一商人である叔父を排す筈
がない－
“卿uatcouldncvcrlDc;myunclc"dnuntwouldhavebeenlosttome;IShould
notIMlvcb"nallowalt0mvilethom.'' 0 (Cl'ap.XLIII)
－
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こう考えて後悔めいた気持から救われるのである。しかし邸の家政蝿Mrs.
RcynO1(Isの主人への心からの賞誠と愛梢の討紫にEli"11)UII】のかたい心のしこりは
次第にとけて行く。そしてDarcyの尚慢さという点についての
"SOmCPCOPlCCalll'imProud;butlnmsurclneVCrgnWan)･thingofit．’Ibmy
”
fancy,itisonlyb"aUsChcdo(SIloimttlCnwnylikcolhcryoUngmcn.
(Cl'ap.XMII)
というMm.Reynoldsの見解に，夫人の人柄と”ｿ]さと良くDarcyを世話してい
ることにかけても,EI"bcthは絶対の僻緬をおきたい気持になって行く。そして彼
の肖像画の前にかつての愛熔を感謝して立つのである。思いがけなくDnrcyと出会っ
た時のElizabethやGardmer夫妻に対する彼の生れかわったようないんぎんな態度
は彼女にとっては信じられない程の驚きであるとlj時になお一肘の啓ぴであった。さ
らにMissDarcyとの交際を通してDamyの好恵を砿侭するにつれて彼への浬愛の
傭が湧いてくる。かくて彼女の心に男への愛の一切の順仙が完了しようとする時，妹
LydinとWiEMmmのかけ落という不幸な噸件が突発する。"izalDc山は蛎をDarcy
に打ちあけ，去って行く彼の後姿を見送りながら再び彼と会うこともあるまいと思う
時，始めて彼への愛をひしひしと感じ，これまでの彼との交渉を回想しながら，かつ
ては交際の終末を願い，ほとんどそのことを甑むくくもない今となってその永速の存
続を願う自分の気持の皮肉さに溜息する。ここにおいてElizaIDcIIUの愛冊は動かし難
いものとなる。後はただDarcyからの二庇日の求愛を祥つのみである。
AMRicnは1mli"belhの愛の根底に尊敬と感謝をおきしばしばその二つを強調してい
る。例えば,前記Dmcyの後姿を見送りながら自分の笂持の皮肉さをなげく場miに
すぐ続けて次のようにのべている－
?
If厚ntitudeanfl=teemar℃goodfoundiltionsofnnbction.Eli"bctll'gchangeof
scntimentwillbencitherimprobablenorfnully. (Chnp.XLVI)
＝
これはこの場合におけるFIimlmthの気持を弁通するものであるだけでなく，この
愛の基盤としての癖"timdcと“t“mという二つ観念は術にAu91cnの念頭にあった
ものと考えられる。例えば,"t"XnについてはSejzsc"ldS"鯨獅"〃に次のよう
な箇所がある。FlinorとMari皿､cの間で図wardのことが話迦になっているところ
"Idonotattcmpttodeny,"gaidshe(Elin(ir),"lhatlthinkverylligMyofhim
-thatl伊哩tly"t…,ihalllikehim."
Mnrinnnchmchmst3forthwithindignntion--"Et"mllim!1.ikchim!Cold-
h"rt"Elinor!……''(CIInl'.1V)
IJI
．’
’
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Marim'ncの性絡としてはCS1CCmなど我慢ができないぐらいなまぬるいのである。
次にgmtitu(1cだが,Ⅳりげ/加"g"466eyの終末,IlcnryがCa山crincに求妬するところ，
A"to皿が一人称でH(9nryの愛は眼州から発したのだと述べているところがある。
ImustcDnf"tllatl1i9JRIY"tinorigimnt"innothmgbctlcrtllan伊atitudc;or,
in(Dlllcrwords,11皿taPcmmsion(Dfhcrpurtinlityforhimhadl)ccntheonly"use
ofgivinghcrascrioustl,ougl,t.(Chap.XXX)
さらに純けて，このような愛はroman“としては女主人公の威厳をきずつけるも
のであるが，私としてはiltにありふれたことを描いたにすぎないと書いている。ここ
にこの作品の'nnc(BOthicRO1mn“のl)url"queたる所以の片鱗がうかがわれる．
それにしても,Sc"""ldS"s妙""yからの引用文中のMari皿皿cの言葉と，こ
の『女主人公の威厳……」というA11mmの官業は,Elimbcthの愛とは対照的な愛
を予想させるものである。リ峡，先にあげたFlizjnhGIhの心の皮肉を弁護するA'1qffm
の目葉はil'[ぐに次のように純けられている－
一
ButifOthcrwisc,iflhcr"a㎡sIDringingfromguchsour…ignnn"ngonableor
unnatuml,incomImri9onofwhntigsooficnd"cribalagarisingonnfilrstintervieW
wilhilsobj"t,……n･thing"''l)Cmidinl,Cr(Eliabeth)dci℃皿Ce,……
(ChaP.XLVI)
そして，この後荷，すなわち一眼惚れの例としてWickimmに対する皿鍾bethの
好恵を挙げている。彼に対する愛fIWの性質については鮒の章でのべたが，また別の
見地からみればpColoncIFilzwilliamに抱いた気持と同じく，それがD"℃yの愛情を
かきたてる刺戦という織能をも果している。とも角，彼女のWi,ckimmへの愛備は作
将自身r一寸一眼惚れしただけJ-ntrinltothelattcrmcthod-と軽く扱って
いるが，多くの111理を含んでいる。いづれにしても，この場における作者自身の登場
は，他の多くの珊合と同倣多分にmomlizingtoncをにおわせるものである。A1nsien
はこの作品においては,Marianncの恋愛とは対照的な，人格と人格との共鳴による
恋愛の中にFI!想とする男女の総合を求めている。父と母との緒婚の失敗，というより
も，藩さと美しさのとりことなって愚かな女と雑好した父の失敗を聰明にもFIizlbeth
は感じていた｡悲き、の失敗の代償に,斐の無符と愚かさを慰みとして余生を送る父
に，同悩を感じながらも決して箭凹ではあり褐なかった。両親の間に尊敬と信頼の消
えうせだ紫庭の不戦を，妹述の愚かな勧行をみるにつけてもひしひしと感じるのであ
った。mirul)cthのこの瑛庭についての反禰がPcmberley訪問の面前になされている
ことに,Augl"の恵IMIをくみとりたい。また，かけ落ちしたLydiaとWickhnmが正
式に雑僻した後になっても,Elimbcthの二人に対する批判は鋭い－
ー
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ButhowlittlcofpermImenthappincsscouldl)clongtoacouplcwhowcr℃only
IDmugl'ttogcllcrl)ccausethcirpassionswcmstmllgcrll皿1111cirvirtuc,sllc"uld
casilyco''j"tm℃． (Cl'al'.L)
以上mliznl)cthの心理と，その背後にあって彼女を支えている作獅の思想を眺め
た。次にDarcyの方に目を転じなければならない。女主人公の鵬↑iWの転換を可能な
らしめるためには，すなわち彼女の愛の根底に男に対する尊敬と感耐をおかんとする
かぎり，それに充分価する恥1℃yをえがきださなければならない。後半における
Darcyが全く別人のごとく変っているのも当然である。しかしながら,Elizabcthの
変化が微細な心理描写で後づけられており，且つ作考の思想をｻｱ景としているために
充分の税得力を有しているのに対しDDarcyの変容はまことにﾊ1i突としている。この
作品が,Elimbcthの心理を中心として物譜られているというMj蝶を考慮にいれても，
そのことがこの作品の欠陥であることは否定できない。FBliznl"llにとっては大き
な喜びであった彼の変容は，我々にとってはむしろ失望である。後になって，彼自身
の，自分の高慢さは幼少時代からの教育のせいであり，自分の変化はElianlnffhの非
難と拒絶のお蔭であるという趣旨の説明をきくまでは，我々はただ彼女とともに，そ
の背後に彼女に対する愛を想像するだけである。ElizUIDcthの埋合におけるように，
作粁に登場を願って彼の変容の原因を語って貰いたいというのでは毛頭ないが，
DarCyの場合読者への説得力に欠けているといわざるを郷ない。一般にAnstcnの男
性心理描写は不充分であって，最後の完成作品であるPc""sio帥においても,Annc
とHarvilleとの間でかわされている愛の不変性に関する蹴砧をぬすみきくまで，
CaplainWcntworthのAnnRへの愛は語られないのである。しかし反禰,Se""α極
Se"sib""yのFIivnorがEdwardの真意をくみかねて久しく諦lifを耐え忍ばねばな
らなかったごとく,Wcntworthの心理が銃者にすら侭えられていないことが却って
Anncを不安な思いへと駆りたてるのに効果的であるともいえる。だがDmcyの，眺
考にもEIi'nl)othにも突然のこの変容はどう脱明すべきであろうか。I41gccll"は，
Darcyのこの変容どころか，彼の例の弁明の手紙さえも，物鵬りの先を怠く・作者の強
制によるのでもなければ，彼ほどの高慢で無口な男の進んでやりそうなこととは考え
られない,と述べている｡*Darcyの突然の変容もそのように巧える外はないであろう。
Dmcyの変容は，その忠突な点で技巧的に不自然であるばかりではなく，人間理解
という点においても浅薄である。彼の善入ぶりは，たとえ我々の倫理観一一もちろ
ん，もっとも通俗的で安易な－を満足させることがあろうとも，ふかい人間的共鴇
を呼びおこす頚いのものでは決してない。彼自ら語っている,Elimbcthの非難と拒
絶から得た教訓も，多分にRMIMnIso皿的な感傷と甘さすら感じられるのである。彼
の個性は完全に消滅し，ただ単にFIWnITRGIUの偲見を愛に移行せしめるためにのみ存
在価値を認められた，極言すれば筋の展開に寄与する一磯能的人物と化してしまって
いる。といっても，前半のDarcyが完全な性格としてえがかれているということを
蕗めるものではない。がしかし，我々は前半における彼の,Elizal)c山と対する時の
HIbid,,P.162
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知的な，火花をちらすような鋭い曾蕊のやりとりを今は期神することはできない。彼
のもつ何か鋭角的な雰朋気は，あまりの替人ぶりの中に見失われてしまっている。性
格研究将一astudicrofchnmCtcr-を自認するEIizjnbc山をして，たとへ嫌悪とい
う眠↑#を通してであれ，絶えず自分にひきつけておくだけの性格の複雑さをDarcyは
前半において持っていた。リ峡，彼は正体を捉えがたい人物として,Elimbc山の誤
解を招き払いような曾葉をしばしば口にする。勝気な1111iuml)Ethはそこに好奇心など
も手伝って抵抗を識発されるのである。Binglcyの性格を安全に理解し，彼をして
"IwishImigllttakcthiB
amaimid,ispitilill"
と苦笑せしめたEIIEjnIDcth
rOracoml)limcnt;bultobesocfuilys"nthrough,I
(Cl'ap.IX)
もparcyの性格は容笏には捉えがたいようである。
G･Maylnsktowhattll"cqu"lionstend?''
"Mcr℃lytothcillustrntionofyO"charactcr,''gllidshc,cndcavourmgtosllakeoH
hcrgravity.O4lamtryinglomakcitout..，
66Andwhatisyoursu…8？”
Sllcshookllcrll"d．"ldonolgctonatall・Ill"rsuclndimbrc】lta"onnnisof
youaspualcmccx…ingly.'' (Chap.XVIII)
こうして知らず知らずの中に，性格的興味から一方では強く反溌しながらも彼にひ
かれて行く。しょせん結び合うべき二人の反溌と壷引の轡藤を描出する作者の筆は絶
妙である｡だがそうした息づまるような緊迫は後半の何処にも見出すことは出来ない。
●●
性格のかげともいうべき一靴の神秘催がDarcyから失われていることもその一因とな
っている。Maliml"hがりi発見し，導敬し愛↑#を感じたDarcyは，かつて彼女自ら分
頚したsimplcclmmcicrと秘しているといえよう。‘血1㎡calednJaractersarcthem"t
amusing'といい，さらにsimplcといはれたBinglcyに
"ItdOanOtEMBB""arilyfollOWthatadW,iIntricateclUraCterismOreorl-
d"imnIDIctl皿Usucllaoncnsyou鯛.，， (Chap.IX).
と慰めたFWliuilWipとしては，まことに皮肉なことといわねばならない。いや,
FI"'IMthその人もすでに0stu(licrofcI1amctcr'たることを放棄しているのである。
Pride""dPJ'""《"“の前半の興味はDElizal)cthの偏見が次第に形成されて行
く過腿を，心JTI!的緊扱と柵成の妙をもって展開して行く劇的性格にあった。又，主人
公述の魅力はその性絡としてのmi白みにあった。しかるに，すでにのべて来たごとく
後半においてはA11qtCnの視点の大きな変化を認めなければならない｡.すなわち，前
半における筋の劇的鵬I;Mは，後､I&のmnvenlionnlな手法へ，また圧倒的な性格への
興味が，後半にあっては道仙的興味へと移行しているのである。
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一つ一つのﾉL伽iを丹念にfllみたてて行く芸の刺Iかさを後半に求めることは出来ない。
Eliu'1"tllのPcmbcrlcy!沈間も,LydinとWidpkl'inmのかけ落も,Darcyの扱助によ
る二人の雑雌も，そして又IJlllyQltllcrincの‐|沙とそれを契磯とするDamyの二度
IgIの求硲も，すべてcolwcntio''alなメロドラマ的な手法である。筋の展開のために
は偶発巾件もある狸皮,昨されうることは当然であるが，それら相互間における内面的
j“!ともいうべき必然性を欠く時，それは手法_上の欠陥となる。Wmli2nlwtInの偏見が
Dar℃yの捉えがたい性格と発闘,Wickllalnの笠場，史にC･lonelFitzwn血mのふ
ともらした啼示を通して極めて自然に形成されて行く徹妙さに比較する時，後半の彼
女の心の変化を促進する一巡のﾘ『件は無雑作に案出されているといわざるを得ない。
そこに二人の主人公の粘合を急ごうとする作省のあせりすら感じられるのである。
Emm風のMr.Kniglltlcyへの愛の自覚が股後までとっておかれている構成の面白みに
核くれば，この作品では,Darcyの手紙が反省の磯会を与えたその瞬I剛から,Eli型一
Mthの述命は予告されている。後はただ彼共をDarcyに結びつける工夫のみが殻さ
れているに過ぎない。この間における作者の態度はまるでmiMDIEmluにこびているか
のようである。しかしながら，男の弁明の手紙を契磯とするFIinlhefl,の反省をも，
不自然であるとし，そこに作蒋のあせりがあると考えるImsmll"の見解本には同窓
しかねる。私は先にのべたDar℃yに関するLE0zll"の見解には何の疑点をも感じ
ないし，また後半における筋のはこびにAnlgtcnのあせりを認みるけれども，問題の
FIinl"hの反宥－といってもすでに述べたごとくそれは決してDamyを全面的に
1T定するものではない－をも非錐することは出来ないと思うcあのmiznindhの惨
めな反描と後悔は，彼女の偏兄が瑚不尽なものであっただけに却って当然来るべき運
命であったと鰯えたい。そこに哩葡“Ⅱ唇という作者からのP=urcではなく，逆
に物綱そのものの内lni的必然性を認めなければならないのである。
次に通徳的興味へと作新の視点が移行しているI!＃も兇逃せない｡なるほどElizahcl1】
の心が次第にD血肺yへと傾いて行く過程の心理は徹細にえがかれてはいる。しかしそ
こには，かつての彼女の永した気慨も抵抗も感じられず，ひたすら万鞭をよい方に解
釈しようとする態皮すらうかがわれる｡たとえば始めてDarc]｢の妹に会うところでは，
前半の彼女のim影はない｡Mi"Darcyが尚慢そうに見えるのも,実は身分の違いをひけ
目に1畷じている方の賦解なんだと,むしろ彼女を弧の稀に思う狸である．しかも,ほん
の二，三分の肌察でそう{3じてしまう。r自分自身に対する如何なる鯉切にもまどわ
されない判断｣一ajudgmci'l.unassail(MI)ya'lyattcntiontoheI旨clf--をもつとい
3Eliznl)cthも，今は脚分にがせられる好怠に酔いしれているかの様である。そこに
は前半のEliz'l)cthの魅力であったあの気迫の片鱗も残されてはいない。それは
Darcyへの愛故の変容であるという鋭明も，心瑚的には納得出来ても，何か物足らな
さを感じさせるのである。家腿の牟福についての反省から父親のcinicalな態度を批
判するのは弥されるとしても，一刻も早く自分の下品な世界を逃れてPeml)crlcyの
優雅な11t界に行きたいと思うEli"II)ctllに座はむしろ失咽を覚える。
zIbid.,P.162
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ShelookdforwardwitIDdelightlo山climcwhcntl'cy(ElimbcthandDarcy)
曲⑨uldbcmmowal1romsocictysolittlcI)1casi1噸toCither,tOallthCcOmortn皿d
el"an"oflheirfamilypartyatRml)crlcy. (Chap.LX)
自分の家庭とその間朋の俗悠を逃れたいというEliznl"thの思いは,""JSfe"
WJ'たの女主人公F皿myが，久しぶりにPlmsml)utllの我が家に州り，‘その子沢山な
貧乏孫しに耐えられず，父や母にも蠅懇を感じ，蝋かなMImRficldを恋しく思う気持
に通じるものがある。Elizabcthの愛↑#の決定的契威は，作者のいかなる理識づけと
美化にもかかわらず，彼女が始めてPcmIDcrlcyの推しい邸をみたその瞬間にあった
事を思い合せる時，宿とか上品とかに対する慨れがA"1enその人の心愉の一面でも
あったと考えたくなるのである。次の引川は彼女のそうした心↑#を正illIに伝えるもの
であろう｡KcIltの兄の邸に洲ｲEするCnwin(Imあての手紙の一部である。
Icxpcctavcrystul)idBall,tllcrCWilll)CnOh(>'lyw《》rthdmnci'ngwith,&nol"dy
worthtalkingtD……PC()Plegetgo1ll)rri(llypoor&"oI'0micalinthispartofthe
World'thatllmvellopaticn"witlltl1cm.一一KcⅦtistllconlyplacefor
llappines9,EvcrylDodyigriclltllcrc;…..､憐
ここではA11Stcnは周囲の黄しさに耐えられず，出かな兄の社会への髄れを卒直に
訴えている。姉Cnggn'DUIraへの手紙は，すべてARD"tcnの思いを正ir(にそして大胆
に披瀝しているものと考えねばならない。ここにもらされている彼女の憧れはそのま
まFliZinIM:tl'とFannyの価れに再現されていると~1＃っても決して過言ではない｡こ
うした富者への尊敬は，それでは第一章の鰹りに述べた彼らに対する批判あるいは敵
意と両立するものであろうか。思うに，この一見矛府する二つの心悩は容易にうらは
らとなりうる頚いの人間心理である。人州の弱点と一がいに費めきれない心理であ
る。その意味においては,Elimbcthの前半と後半の変化は許されるべきものであろ
う。いわんや，それが作粁の二つの心附の反映である以｣我々 はmimbetllの変容に
寛大でなければならない。だがこのことは，決してEliznlDE山の後半における性格的
魅力の喪失を弁捜するり#と同じではない。心H1的には詐容しえても，性格への点では
やはり失望を禁じ縄ない。Darcyへの愛を￥くも予兄したM湾“casにむかって，
俄然と次のよう響えるmMDIDUE山に私はむしろ共鳴を覚える。
6cH"vcuforbid!j伽Iwouldljc.11'cgnm"lmisfortun⑥⑥fall!-Tofindamawn
agI唾ablcwhomoncisdclerminalttDhatc!-D(DⅡ】《》twishmcguchancvil.''
(Cllap.XVIII)
この天に縛っての断討にもかかわらず，やがて当のDarcyと結ばれるElimbeth,
%R.W.Cl皿pmall;OP.cit.，P．P､40-41,'lilcsdayl8D".1798
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又Mr.Collinsとの給蟠故に彼女の批判を甘受したMissldnndwncが却つ後女の迩命を
予告しているのも，あるいは作者の深いアイロニイであるかも知れない。しかし作者
のこの深逮な皮肉もFli"Ixgtluとmr℃yの性桔的興味の扱牲の上に成り立っている
ことを忘れてはならない。
さて，この作品の後半は前半に見られない道律的関心と世俗性が支配的であること
を強潤して来たが，しかしながら，やはり作者の"micでxEalな態度が全く失われ
ているわけではない。相変らず俗っぽいMIg.Bennet,愚かな妹達，笑うべき謹厳さ
を持ち焼けるMr・Collinsの描字，あるいは二人の恋人達に干渉し却って逆効果をき
たす週dyCathcrmcの罫劇的役割，そうしたものを通してAustenの芸術家として
の面目は充分に保たれ，且つまた物語りを数訓性と感傷から救っているのである。
｛
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